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	成果指標の設定について�（指標設定方法について）
	　目次　
	１．成果指標とは��成果指標とは、『目的の達成度を測る物差し』である。
	２．成果指標設定プロセス　１）設定プロセス�基本的には直接成果指標を設定し、それだけでは十分でない・設定が難しい場合は、満足度指標を検討する。
	２．成果指標設定プロセス　２）指標例��成果指標は、ヒト、モノ、カネ、情報といった多角的な観点で検討すると漏れなく検討できる。
	３．成果指標発想法��成果指標は簡単には出てこない場合がある。その際は、以下の発想法を参考にする。
	４．成果指標チェックポイント��成果指標の設定の際には、以下の点を留意するとよりよい成果指標の設定が可能となる。
	５．本日の分科会活動��本日は、重点目標に対する成果指標設定を行ってみます。
	【参考】��都市基盤整備分野における4.5次総合計画体系別の指標イメージ
	【参考】��３つの重点目標

